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〈三月二十二日 一日目(カンボジア到着、

ゴールデンゲートホテルへ)〉 

二年ぶりのカンボジアで、テンションは

とても高かった。懐かしい匂いがして、涙

が出そうだった。着いたのが夜だったので

ハッキリとした確信は持てなかったが、明

らかに開発が進み発展していることに気が

ついた。うれしいことにも思え、どこか切

ない気持ちにもなった。明日からカンボジ

ア人になるぞー！！ 

〈三月二十三日 二日目(プノンペンから

スバイリエンへ)〉 

・ＪＩＣＡカンボジア事務所 

カンボジアが基礎の段階を終えて、また

次のステップへ進む段階にきていると聞い

て希望が湧いた。だがＪＩＣＡが危険区域

にしているところに「スバイリエン州」も

入っていると後から聞いて、その判断は何

をもとに判断されているのか質問すればよ

かったと思った。また手をつけることので

きない案件は、どう対処しているのか機会

があれば聞きたいと思う。 

・チュク村～キリングフィールド～ 

場所を見ても、全然実感が湧かなかった。

(ツールスレンを先に見たかった)ただここ

で約３千もの人々が最期を遂げた、と考え

たとき震えた。周囲の子供たちが、そこで
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何があったかを知らないことに少しショッ

クだった。こうやってどんどん各州にある

キリングフィールドが、人々の記憶の中か

ら徐々に薄くなることが虚しかった。ただ

よく自分の身に置き換えて考えてみれば、

私だって同じだ。負の遺産や話ってものを

わざわざ模索はしない。あの原爆が落ちた

広島・長崎にさえ行ったことがない。そこ

に何か引っかかったので、もう一度日本の

負の歴史や遺産を勉強し、実際に見に行こ

うと思う。 

・お寺 

１８０位の骨が納骨してあった。正直す

ごくシンプルに納骨してあったので、ビッ

クリしたものの魂は安らかであると思った。

たったわずかの骨だけだが、その骨を親類

と思い祈りに来る人々がいるだけで、犠牲

になった全ての人々の魂は喜んでいると思

う。そういう人たちがいる限り、彼らの魂

は永遠に安らかだと思う。 

・ＩＶＹカンボジア事務所 

女性のエンパワーメントを学ぶ者として、

「女性組合」の活動はとても勉強になった。

村落開発の生きた活動内容を聞くことで、

自分の勉強していることは机上の空論でし

か過ぎないことを実感。やはり答えは現地

にあるのだ、と再確認できた。トレーニン

グをしっかり分野ごとに分けて行い、役割

を分担して責任の重さを持たせることでし

っかりとした組合ができているのだと思っ

た。感動の一言。何か違う分野も開拓して

ほしいな、と感じた。教育や衛生、医療な

ど。 

〈三月二十四日 三日目(ニアレテン村で

ホームステイ)〉 

女性組合が共同出荷している市場へ潜入。

オリジナルのＴシャツがカッコイイ！私も

欲しいと思った。女性たちはとても元気が

あった。いきいきしているし、楽しそうだ

し・・。野菜は新鮮だし、どれも青々して

いて美味しそうだった。自分たちの作った

野菜を堂々と出荷する彼女たちは、とても

かっこよかった。 

午後からは、このスタディツアーの醍醐

味とも言える｢ホームステイ｣が始まる。お

じいさん、お母さん、お母さんのお姉さん、

娘さんが優しく迎え入れてくれた。「クニョ

ムトゥエカー」(仕事をください)が皆の合言

葉になり、なるべくお手伝いをさせてもら

った。カンボジアらしい家の造りが大好き

だ。トイレは私たちのために、竹で作った

扉が用意されていた。しかもトイレットペ

ーパーまで・・。気を遣わせてしまって申

し訳なく思った。いつも海外に出て感じる

ことは、トイレはその国を表すものの一つ

だということ。竹で作った手作りの囲いに

扉、地面には縦ながの穴が一つ。不格好な

のだけれど、その素朴さに優しさと懐かし

さを覚えた。これだけは書いておくと、海

外に来た時の私のモットーは｢現地人にな

る！｣なのである。つまり、トイレットペッ

パーは必要・・・！？ 

１５時から、ニアレテン村の女性組合の

会議に参加させてもらった。青空のしたで、

竹で作った幅広い腰かけに座り、共同で飲

むお茶を準備して会議が始まる。周りには

子供たちがいて、遠くでは放牧中の牛が草

を食べている。会議する場所は会議室？日

本人も大自然のなか、外で会議をしてみた

らいいのではないか？と思った。風船を子

供たちに配っていたら、会議中の組合の皆

様まで欲しい！と言い始めた(笑)私の母親
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もそうだが、やはり全世界共通で｢珍しいも

の好き｣なんだな・・と面白くなった。もち

ろん！会議への姿勢は皆真剣そのものだっ

た。女性のパワーを肌で感じた。 

家に帰ってから、カンボジアのお正月に

遊ぶ遊びを娘さんと通訳のソレンとやった。

大きな黒い種をぶつけて遊ぶのだが、シン

プル過ぎてハマってしまった。娘さんはと

ても美人さんだし、優しい！そして働き者

なのだ。男性陣のテンションがおかしかっ

た(笑)。私たち女性陣もテンションがあがっ

ていた(笑)。夜、井戸からくみ上げた水で汗

を流して夕食になった。井戸の存在が大き

かった。そしてきれいな水の大切さを実感。

寝る時はお母さんお手製枕と、カヤまで用

意してくれた。その心遣いが、とてもうれ

しかった。ベッドよりもグッスリ眠れたの

は私だけだろうか？ 

〈三月二十五日 (ニアレテン村最終日)〉 

朝から暑い日だった。なんとこの日は、

念願の｢うんこ棒｣を作った！何気に全員上

手に作れた。臭いがやりがいがあった！そ

して私のなかの大発見！「ゴウ」と呼ばれ

るものだ。ピーナッツの殻の大きいような

形をしているそのものからは、なんと！綿

がとれるのだ！枕の中に入れるそうで、大

きな袋いっぱいにそれを入れて市場へ持っ

ていくらしい。しかもそのゴウなる木は家

に生えている。自分たちの生活を自分たち

の敷地内で養えること、これって凄くカッ

コイイし素敵だし、感心してしまった。(家

で食べている野菜なども、家で栽培したも

の)きっと本格的な自給自足の時代が日本

に到来したら、逆にカンボジアの人たちか

ら村落開発をしてもらうようになるのでは

ないかな・・と思った。それだけ自分には

生きる術が備わっていないのだなと感じた。 

娘さんと買い物へ。田んぼの上を歩いて、

道路へ出る。その道路の砂は特注らしい。

カンボジアの道ってものすごい味がある。

お店は何件かつづいて、一つの店で生活に

必要なものは何でも揃う。どこも品ぞろえ

がいい(笑)。そこで買ったシャンプーがとて

もよかった。カラオケがあって多少驚いた

が、カンボジアには似合わない気がした。 

野菜の共同出荷の本拠地へ行った。そこで、

二年前のホームステイ先のお母さんとお父

さんに再会！目頭が熱くなった。お母さん

は少し痩せた感じがした、お母さんは言っ

た｢最初の三ヵ月間は会いたくてしょうが

なかった、寂しくなるとあなたがプレゼン

トしてくれたロウソクをみるのよ！元気だ

った？少し太った？（笑）｣と。私は嬉しさ

でうまく言葉にできなかった。話をしてい

る最中、ずっと手を握っていてくれるのは

二年前も同じだった。本当に会えて、嬉し

かった。ＩＶＹさんに感謝！ 

夜になりみんなでご飯。鶏肉を出してく

れた、どれを食べてもおいしくてメンバー

全員でいい気分だった。自然の摂理に従っ

て生きること、夜になり暗くなれば寝て、

朝日が昇れば活動し始める。普通のことだ

ったのだろうが、それを私たちは忘れてし

まった。なんて寂しいことだろう。 

〈三月二十六日 (スバイリエンの中心地

に戻る)〉 

朝からスコール。トタン屋根がものすご

い音をたてていた。私の一番嫌な時間、お

別れの時だ。泣きたくてどうしようもなか

ったが、娘さんが泣くのをこらえているこ

とがわかったので、私もグッとこらえた。

後ろ髪引かれる思いで、その場を去った。



 4

また再開できると言い聞かせて。帰る前に

ソレンが私に言ったことがある。｢カンボジ

アの人たちは、絶対に忘れない。けれど、

日本人はすぐに忘れる・・｣と。複雑な気持

ちになった。私は｢忘れない日本人｣になる

ことを決めた。 

午後はカジノへ。大人チームはギャンブ

ルに大フィーバー！子供チームは久しぶり

に飲む、冷たいジュース（ただ）に大フィ

ーバー！ベトナム国境だけに、ベトナム人

が多い感じがした。今度はベトナムからス

バイリエンに入ってみようと思う。 

夜はＩＶＹのスタッフの皆さんと会食。

みんなお話が好きで、優しかった。お互い

にたどたどしい英語を使ってしゃべること

も、なかなか面白かった。みんなＩＶＹの

仕事を楽しんでいるようだった。そして、

カンボジアを愛していた。特にクンティア

さんとは前回もお会いしていたので、話が

盛り上がったし可愛がってもらった。全員

での写真撮影は凄く嬉しかった！ 

〈三月二十七日 (プノンペンへ 解散)〉 

キンダシュウ小学校へ。仕込みを発揮す

る時！教室には椅子と机と黒板、ユニセフ

と書かれた水タンクが一つ置かれていた。

そこにぎっしり座る子どもたちは、この外

国人は何しに来た？という目でみていた。

無理はないのだが・・。子どもたちは地図

が苦手らしい。もちろん日本とカンボジア

の位置をわかるのは先生だけだった。縄跳

びはとても喜んでくれた！！最初は私たち

でお手本をみせ、徐々に彼らへ全てを交代

して自分たちだけで遊べるようになった。

みんなきらきらした笑顔だった。仲良くな

った女の子がいた、なぜか彼女は私の手を

引き近くに祀ってあった『神様の像』のと

ころへ案内してくれた。こうやって、と言

わんばかりに私の目の前で手をあわせてみ

せる。わたしも真似して拝む。彼女は左足

を痛がっていた。縄跳びに参加してはひっ

かかり、私のところへ来て足の痛みを訴え

た。言葉はお互いわからないが、私たちは

ちゃんと会話をしていた。痛がっている足

をみてジェスチェアーを加えながら日本語

で「足、大丈夫？治るといいね。」と言うと、

ニッコリ笑ってまた縄跳びに参加するので

あった。縄跳びで喜ぶ子もいれば、そうで

ない子もいるのかな・・と少し考えてしま

った。 

帰るとき、日本語で生徒全員と「さよう

なら！」をいって別れた。例の彼女とは握

手をして別れた。最後の最後まで彼女は学

校の柱の陰から、私たちの車を見送ってく

れていた。大きく成長した彼女にいつか再

会したい。 

お昼後、ＩＶＹスタッフの皆さんとサヨ

ウナラ！前回のホームステイで泣いていた

ことをクンティアさんが覚えていたらしく

(笑)車に乗った私を見て、泣くジェスチャー

をして見せた。またすぐ会いましょう！そ

う言って別れた。 

「ツールスレン」見学、キツイ。生々し

くて、凝視できなかった。惨い。まさに負

の遺産だ。カンボジアの役に立つ人間にな

るためには歴史をしっかりと学び理解して

から、何もかもが始まると再確認した。外

にでる扉のところには消えかかった落書き

があった。ここを訪れた旅人が描いたもの

だろう。「LOVE TO EVERYTHING & 

EVERYBODY」他国で起きた悲惨な歴史が、

国境を越えて人々に教えるものは、限りな

いと思う。私もそのひとりになれて、光栄
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だ。 

少し買い物をして、皆とお別れ。徐々に

減っていくから寂しくてしょうがなかった。

通訳のお二人ともサヨウナラ！名刺をもら

ったからいつでも連絡できると思うと、ホ

ッとした。安達さん、子供チーム(きょん・

しょうじ・私)は国内線でシェムリアップへ。

国内線はかなり怖かったが、安達さんとお

話していたので恐怖は半減された。お話と

いっても、私が一方的に質問攻めにしてい

ただけだが。少しの時間の中でも、安達さ

んのカンボジアへの、そしてＩＶＹに懸け

る想いは熱いことがわかった。意外にミー

ハーであることも知った（爆笑） シェム

リアップに着くと、都会過ぎてびっく

り！！！！さすが観光地！眩しい！スバイ

リエン州との差がわかってしまう。自分が

一年前、福島の田舎から東京に出てきたと

きと同じ感覚だった。ギャップに戸惑う！ 

〈三月二十八日 (アンコール遺跡群観光)〉 

朝から暑い！！！前回はアンコール・ワ

ットしか観光できなかったので、アンコー

ル・トムが新鮮だった。どの遺跡もかっこ

いいから、持って帰りたくなる。この日の

感動はバケン山！！近くの密林に浮かぶア

ンコール・ワットが最高に素晴らしい。幻

想的だった。家に帰って来てから「地雷を

踏んだらサヨウナラ」を観たのだが、ここ

からタイゾーがアンコール・ワットを見て

いるシーンがあった。それにも感動して、

今度行くときは、意識して行かなくちゃと

思った。アンコール・ワットも。天井の宮

殿と呼ばれる建物は、登るのがエキサイテ

ィングで良かった。遺跡は苔が生えていた

り、壊れていればいるほど私は好きで、修

復は適度でいいと思った。味がなくなるこ

とが怖いから。でも頑張れ上智！！午後は

ショッピングで、また知り合いと再会！み

んな覚えていてくれてありがとう！また来

ます！ 

夜のレストラン、おいしかった！踊りも

見られて楽しかった。けど、いまいちかっ

こいい男子がいなかったですよね？安達さ

ん！(笑)でもでも夜にオールドマーケット

で買い物を楽しみ・・リゾート気分な私た

ちでした。 

〈三月二十九日 (アンコール遺跡群観光

２ 帰国)〉 

じょうじがダウンで、女三人観光！この

日はなんと！あのアンジェリーナ・ジョリ

ー主演「トゥームレイダー」のロケ地に行

けた！テンションあがった私たちは(特に

私は)写真撮影ポーズはなりきりジョリー

ポーズだった。木の根っこに絡まった遺跡

は魅力的だった。アンコール・ワットとは

また違った雰囲気がいい！あまり観光客が

来ない遺跡の方が、素敵だったりする。午

後のトンレサープ湖も、また違った土地柄

があって面白かった。水上で暮らすって、

あんまりピンとこなかったけれど、みんな

うまくその環境に適応して生きていた。陸

地とはまた別の文化があったりするの

か・・同じ国にいるようには思えなかった。

いよいよ帰宅・・カンボジアでの最後の夜

ごはんを食べて空港へ。しょうじときょん

は、そのままソウルへ。私は安達さんとプ

ノンペンへ戻った。国内線の中でいい案が

でた。安達さんが本を出そう！という案。

題名が「ミーハー主婦のなんちゃって国際

協力」。二人で爆笑。売れると思う。プノン

ペンにつき、安達さんともお別れ・・。こ

こから一人だ。正直不安もあったが、その
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スリリングさを楽しもうと思った。空港内

でも出会いが！お土産屋さんに入った私は、

そこの女性店員さんが明らかに疲れていた

ので聞いてしまった。「ソクサバーイチア

テ？（お元気ですか）」そしたら彼女は疲れ

た顔をしながらも、笑顔でお話してくれた。

自分が疲れている理由、家族のこととか、

日本のこと、などなど。メールアドレスを

交換した。今度来たら、プノンペンをバイ

クに乗せて案内してくれるらしい。こうや

って現地の人たちと関わっていきたいと思

う。彼女はお店から最後まで見送ってくれ

た。飛行機から見えるカンボジアの夜景は、

光のあるところとないところでコントラス

トが生まれ、逆に素晴らしかった。また必

ず帰ってくるから～（泣）！！！ツアーの

思い出に浸りながら旅路に着いたのだった。 

 

完結 

 

まとめ 

今回のスタディツアーに参加させていた

だき、本当に感謝しています。やはり普通

のツアーでは学ぶことのできない、現地密

着型プランが熱い！！まさに現実！という

場面を幾度となくみさせてもらいました。

スタディツアーって凄く画期的だと実感し

ています。とても充実した８日間でした。 

前回来た時よりも、目に映るものへの感想

が異なったこと、また、目にとまる範囲が

広くなっていたことが驚きでもあり、不思

議でもありました。年を重ねれば重ねるだ

け、同じものでも異なって見えてくること

をひしひしと感じました。また私たちはど

う頑張っても「日本人」だな、と痛感しま

した。私はまだ、カンボジア人になる夢を

捨ててはいないですが(笑)。何をどうして

も「日本人」なんだな、と。日本人だから

どうだとか、カンボジア人だからどうだと

かと言うマイナスな考え方ではなくて、

我々「日本人」だからこそ協力できること

があるのではないか・・という意味でそう

思いました。私に何ができるか、また何が

必要とされているのか、具体的に考えるき

っかけにもなりました。自分の視野以外に

もツアー仲間たちの違った視野も共有でき

ましたし、何を考えて何をしたいのか、ま

で話すこともできました。本当に濃かった

です。そして「繋がり」がまた一つできた、

と思うととても嬉しいです。また、この体

験を持ち帰ることで、モチベーションが高

められるし何事も身に入ると思います。イ

ンプットからアウトプットすることも可能

になるし、また成長することができます。

そして何より、自分はカンボジアが大好き

だ！というより、愛している！と実感しま

した。カンボジアに魅せられたな・・とク

サいですが、そう思っています。なので、

カンボジアに惹かれたものの一人として、

本当の意味でカンボジアの役に立つ人間に

なれるよう、努力していきたいです。 

最後に、このスタディツアーを主催して

くださったＩＶＹ山形事務局長安達さんを

はじめとする、スタッフの皆様方に感謝申

しあげます。本当にありがとうございます。 

そしてスタディツアーのメンバー、ツアー

先で出会った全ての皆さんにも！！「オー

クン トムトム！」本当にありがとうござ

いました。 
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私のカンボジア、希望の光を見た旅 
 

お茶の水女子大学 金澤綾美 

 

全体を通しての感想 

今回の旅では、たくさんの出会いがあっ

た。 

まず、異文化との出会い。言葉、食文化、

生活習慣…。似ているところもあるようで、

実は結構違う。毎日毎日、カルチャーショ

ックの連続だった。異文化に飛び込むとい

うことを、考えるのと体験するのとでは大

きく違う。テレビや写真を通じてしか見ら

れなかった世界が、自分の目の前に広がっ

ている。匂いや空気感など、現地でしか味

わえない感覚がある。そして誰かに切り取

られた一部の姿でもなく、華美に飾ってい

たり、過度に貶めたりもしていない、生の

姿。どう見るか、どう感じるかは個人の視

点、感性に任されている。ツアー参加者一

人一人に“それぞれのカンボジア”がある

のだ。“私のカンボジア”は、“楽しく明る

いカンボジア”という側面だけではなかっ

た。内戦の爪痕が残る中、国を立て直そう

と必死に頑張っている人がいて、しかし一

方では自分の利益だけを考える人がいて、

また急速な発展の中で取り残されている人

がいて…。目を逸らすことのできない厳し

い現実がそこにはあった。 

しかしそんな状況下にあっても、カンボ

ジアは私に希望の光も見せてくれた。この

旅では、そのようなたくさんの人との出会

いがあった。ツアーの参加者はもちろん、

通訳のお二方にドライバーさん、ＩＶＹの

現地スタッフの方々、ホームステイ先の家

族、小学校の子どもたち、そして市場や食

堂など旅の途中で会った全ての人々。優し

い心を持っている人、熱い想いを持ってい

る人、高い志を持っている人、本当に素晴

らしい人達ばかりだった。カンボジアをは

じめ、世界を変えることができるのは、お

金でも資源でもなく、人間の力だと思う。

彼らとの出会いに、私自身が本当に大きな

パワーをもらった。 

そして、そのような貴重な出会いの数々

が、また少し自分を成長させてくれたよう

に思う。新たな自分との出会いも、旅の醍

醐味だ。帰国後、カンボジアに行く前と同

じく慌しい生活を送っている。ゆったりと

した時間の中で、とても濃い経験ができた

カンボジアでの一週間をとても懐かしく思

い出す。しかし旅に行く前と行った後では、

自分は明らかに変わっていると思う。何の

変哲もなく無意味に流れていくような忙し

ない生活の中にも、“自分が生かされている

意味”があると感じることができたのは、

今回の旅のお陰だ。これから将来どのよう

な道に進んでいくかはまだはっきりしない

が、常に「自分にできること」を考え、積

極的に行動していきたいと思っている。 

 最後に、この旅でお世話になった方々に

改めてお礼を言いたい。 

 本当にありがとうございました。 

 

テーマ別の感想 

１．ＩＶＹプロジェクト視察 

〈市場見学〉 

 おそろいのＴシャツを着て市場で野菜を
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売っている女性たちを見たとき、そのいき

いきとした笑顔が素敵だと思った。自分た

ちの作った野菜(＝商品)に自信を持って売

っているのだろう。市場に来る途中でも野

菜が売れるらしく、とても人気があるよう

だ。固定客を掴むことは、安定した収入を

支えることになる。信頼を積み重ねて、着

実に成果を得ているようだった。 

〈ミーティング見学〉 

 女性グループのプロジェクトということ

で、当然ミーティングに集まったのは女性

ばかり。もちろん個人差はあるものの、積

極的に話し合いに参加している姿が見られ、

このプロジェクトが女性の社会性をつけた

と言う効果を実際に目にすることができた。 

〈野菜の出荷〉 

 “自然冷蔵庫”とも言える野菜の鮮度を

保つために入れる棚は、上から水が滴り落

ちる仕組みになっている。今あるものを活

用する人々の知恵に、次から次へと新しい

ものを欲しがる日本人の生活を反省した。

そして、開発のあり方についても考えさせ

られた。その“自然冷蔵庫”を見たら、も

しかしたら誰かが「もっと良い冷蔵庫を援

助しよう」と言うかもしれない。しかし、

より良い生活のために便利なものを提供す

ることは簡単だが、それが彼らに本当に必

要なものなのか、彼らの生活に馴染むもの

なのか、きちんと熟慮する必要があると思

った。 

 

２．カンボジアの歴史に触れる 

〈キリングフィールド、慰霊塔〉 

自分たちの生活のすぐそばに、過去に虐

殺のあった現場があるというのはどのよう

な気持ちなのか、想像することすらできな

い。キリングフィールドや慰霊塔を訪れた

ときに感じた過去に囚われているような重

苦しい雰囲気は、カンボジアの人々にとっ

てどれだけ内戦の爪痕が大きかったか感じ

させるようであったし、そして現在におい

ても続く影響の大きさを示しているようだ

った。 

〈トゥールスレン〉 

 まず、海外からの観光客の多さに驚いた。

それほど、世界的に大きな事件だったとい

うことなのだろう。拷問が行われた現場や

絵を見ると、あまりの内容に、一瞬フィク

ションかと錯覚しそうになるほどであった。

しかし紛れもない事実なのだと思うと、人

間という生き物が恐ろしく思えた。犠牲者

の方々の写真が展示されているところでは、

あまりに多くの“まなざし”に怯み、何故

だかとても申し訳ない気持ちになった。生

きたくても生きられなかった人々。そして

今、生きることを当たり前に甘受している

自分。何故彼らは死ななければならなかっ

たのか、何故自分は生かされているのか。

そんな途方もない問いを投げかけられた気

がした。 

 

３．農村ホームステイ 

・まさに至れり尽くせりのおもてなしだ

った。野菜の下ごしらえや、皿洗いを手伝

うこともあったが、三食全て用意してくれ

て、食後には枕を出してくれて「昼寝しろ」

と言う。日本での生活と全く違うゆったり

した時間に心が癒された。 

・星空の下での水浴びは、何やら恥ずかし

くもあり、また開放的な気分でもあった。

カンボジアは朝から晩までとにかく熱いの

で、朝・昼・晩と水浴びしたいくらいだっ
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た。 

・トイレはびっくりだった。小さな池(？)

の上に建つトイレは、一歩踏み外したら大

変なことになる。まさかトイレに関してこ

んなスリリングな体験ができるとは思わな

かった。 

・朝(と言ってもほとんど夜に近い方の明け

方)、鶏に起こされる。絶えず鳴き続けるの

で、うるさくて眠れない。しかしそのお陰

できれいな朝日を見ることができた。 

・洗剤を使った排水の垂れ流し、プラスチ

ックなどのゴミのポイ捨てが気になった。

特に洗剤に関しては、井戸水に何か影響は

ないのだろうか。近くでは野菜を作ってい

るし、とても自然に優しそうな洗剤ではな

かった。水処理やゴミ処理などの技術が入

ってこない段階で、しかし洗剤だとか便利

なものは入ってきてしまう。仕方がないで

済ませてしまうには、後々大きな問題にな

りはしないかと心配になった。環境教育と

いわないまでも、家族の人がどう思ってい

るのか聞き、また「危ないかもよ」と注意

してあげるくらいのことはしても良かった

のではないかと、今になって反省している。 

・自分の体調管理の失敗によりホームステ

イを途中リタイアすることになったのは本

当に残念だった。体調が悪くなったのは、

もともと風邪気味だったせいであって、決

してご飯のときに出たカエルのせいではな

い。私たちのためにとても気を使ってくれ

た家族の方々に心配をおかけして、本当に

申し訳なかった。改めて心からお礼を言い

たい。 

 

４．小学校訪問 

 子どもたちと２０人２１脚をした。「ムオ

イ(１)」と「ピー(２)」だけを繰り返して、

何とかルールを説明する。上手くいかない

のではないかと心配していたが、やはり子

どもは飲み込みが早い。すぐに慣れて形に

なる。そして最後に、３チームで競争をし

た。走っているときの一体感、走り終えた

後の達成感は、わずか数十分の交流にして

はとても大きく素晴らしいものだった。子

どもたちにたくさんの笑顔と元気をもらっ

た。カンボジアの未来を担う彼らが満足な

教育を受けられるよう、継続的な支援が必

要だと思った。 

 

５．その他 

体調を崩した時、たくさんの方の優しさ

に助けられた。特に、はるなさんの「みか

ん」と、のんちゃんの「ユンケル」には誇

張でもなんでもなく命を救われた気がする。

他にも、皆さんからの温かい気遣いに元気

をもらった。本当にありがとうございまし

た。 
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カンボジアの心地よい時間を過ごし、大きな可能性を知る 
 

 菊池 貴子

観光地としてのカンボジア 

私達が最初に足を踏み入れた「シェムリ

アップ」は観光地としてとても賑わいのあ

る町でした。しかも、アンコールワットと

いう世界遺産を持った場所なので世界各地

からのお客様に対応できるようになってい

ました。 

 

 

 

言葉の面ではガイドさんが日本語をはじ

め、英語、フランス語などを流暢に使い、

各国のお客様に歴史や建物についての説明

をしていました。また食事の面でも口に合

うものを紹介してくれたり、観光地のアド

バイスも年齢や性別、お客様の好みを上手

に見分けて観光地を紹介してくれる心遣い

は見習うべきものが多かったように思いま

す。 

 

私自身、もっと時間を取ってゆっくりと

見て回ったり、遺跡を巡ってみたいと思い

ました。今後はもっと日本人（特に女性！）

にカンボジアを知ってもらえるように、時

代に合った「植物からもらう癒しツアー」

や「キュンとする恋心を思い出すツアー」

などいろんな企画を考えて紹介してみよう

と思いました。 

 

＊ＩＶＹの安達さんが「カンボジアから帰

った女性が、その旅をきっかけに結婚する

ことが多いのよねぇ・・・」というのも結

構納得したりしました。（笑） 

 

 

 

＜ 結婚式の様子に遭遇！ 

＜ アンコールワット 

＜ イケメンのガイドさんと 
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首都プノンペン 

私達が次に向かったのが、首都プノンペ

ン。日本では考えられない数の人が１台の

バイクに乗り、車にぎゅうぎゅう詰めにな

って乗っている姿はアジアならではの光景

でした。町の中にはたくさんの人が溢れて

いて、そして、一人一人のエネルギーが町

を支えているような印象を受けました。こ

のエネルギーが、首都を作り出し、動かし

ているのだと感じました。 

 

 

 

日本にもかつて、同じようにエネルギー

が溢れている時代があって、大きな変化と

共に今のような恵まれた環境になったこと

を改めて実感し、同時にカンボジアの人々 

が持っているエネルギーを、日本人は無く

してしまったのか？と少し今の日本の状況

が悲しいものとして映し出されてきました。 

「豊かさ」はいつしか、人のエネルギーを

無くしてしまうものなのでしょうか？日本

はもっと上手に「豊かさ」を取り入れた社 

会になるべきだったように思いました。カ

ンボジアの発展は日本のようにならないで

ほしいと正直思いました。 

    

  

     

 

 

 

 

 

 

＜ 観光用のぞうさん ＞ 

＜ ベン・ミリアのお気に入りの写真 

＜ １台平均４～５人は 

乗っていたバイク ＞ 
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スバイリエンへ 

そしていよいよＩＶＹの皆さんが活躍し

ているという「スバイリエン」へ向かいま

した。小さい時に行った祖父の家にどこか

似ているような、時間の流れがとってもゆ

っくりな場所でした。 

ホームステイ先のお母さん達はいつもニ

コニコしていて、つやつやのテカテカのお

肌が印象的で、子供達は近所中から集まっ

て、一緒に「蟹やかえる」を捕まえては笑

顔で走り回っていました。お父さん達も朝

暗いうちから起き出して、畑の仕事や家の

周りの仕事をてきぱきこなしていました。 

家族の一人ひとりに役割があり、穏やかに

生活をしていることが伝わってきました。 

そして、ＩＶＹの関わっている「野菜つく

り」が大きな支えであることがわかりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

月に１回お母さん達が集まって集会をす

る様子は、市場でみた青々とした野菜たち

を作っているという自信と喜びに満ちた笑

顔がたくさんありました。 

ホームステイ先でいただいた野菜たちは

どれも新鮮で、とても優しい味がしました。 

こういう優しい食べ物を口にしていれば、

世の中から戦争がなくなるように思いまし

た。 

 

 

   

＜ 高床式キッチン 

＜ 高床式のおうち ＞ 

＜ 市場で野菜を売っているところ 
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究極のスローライフ！？ 

ごはんを食べる前に野菜の下ごしらえを

します。ゆっくりゆっくり、ていねいに、

１本ずつ葉っぱを取り、井戸の水で洗いま

す。野菜を畑から収穫するところから始め

れば、１日が十分終わってしまうくらいシ

ンプルで、最近日本で流行している「スロ

ーライフ」の究極の形のように感じました。 

毎日パソコンやＥ－ｍａｉｌに追われて

バタバタと生活している自分とは１８０度

も違う生活に驚きながら、はじめは慣れず

にいました。それでも、お昼ごはんが終わ

って、何をするのかと思って待っていると

自然に枕がたくさん出てきて、「日陰で昼休

みよ」と言われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日の一番暑い時間帯に動くことは体に

とってもよくないなと早速昼寝に参加して

みると・・・日陰の軒下を通り抜ける風が

とっても気持ちがよくここ１０年くらいの

間に忘れてしまっていた感覚が戻ってくる

感じがしました。自分は何のために急いで、

バタバタと生活しているんだ？と根本的な

質問が頭をよぎりました。この脱力した心

地のいい感覚が抜けなくなると日本や山形

でこれまでの生活ができなくなってしま

う！と危険を感じて１日だけのホームステ

イは終わりました。今でも時々あの感覚が

懐かしく、恋しくなったりしています。お

世話になった皆さんに感謝です。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ごはんの準備 ＞ 

＜ ホームステイした家族と 



 14

最後に 

 今回のスタディツアーは私のこれまでの

価値観が大きく変わる旅となりました。 

今まで見てきた世界はほんの一部で、まだ

まだ知らない未知の世界がたくさんあるこ

とを実感しました。そして、今私が生きて

いる世界が絶対ではなく、もっといろんな

可能性があることもわかりました。 

自分自身でも驚いているのですが、今回

のカンボジアでの時間はとても心地よくて、

もう少しきちんといろんなカンボジアと向

き合ってみたいと思うことがたくさんあり

ました。 

我が家の売店に送られてくる品物達はど

うやって作られ、どういった経路で私たち

の手元に届くのか？そして、ちゃんと作ら

れた人たちにその代金は届いているのか？

もっといろんな交流ができるのではない

か？等などもっともっとと思うことがたく

さんありました。 

こんな風に知りたい！と思うこと自体が

自分には久しぶりの感覚で、このツアーを

きっかけにもっと勉強し、そして実際に体

験してみたいと思いました。 

 今回こんな貴重な時間をいただけたＩＶ

Ｙの皆さんをはじめ、カンボジアでお世話

になった皆さんなど関わった方々皆さんに

心から感謝をしています。そして、私にで

きる何かを探してみたいと思います！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 久しぶりのあぜ道も ＞ ＜  夕 焼 け の 空 

＜ みんなで遊ぶっていいなぁと思い出＜ 朝焼けの空 ＜ 久しぶりに乗った自転車 
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発展を支えるカンボジア人女性のパワーと元気 
 

齋藤久美子 

 

  旅に行く前によく言われた言葉は「カン

ボジアの治安は大丈夫なの？」でした。初

の海外ということもあり、正直私も少し不

安があったのは事実です。しかし、いつの

まにかそれは消えていたように思います。

一緒に旅をした方々や現地の方々の優しさ

やユ-モアなどのおかげです。そして、本や

テレビではなく、自分の目で現在のカンボ

ジアの姿を見たことが大きかったと思いま

す。ＪICA さんやＩVYさんのプランを聞き、

実際に女性組合の方々が働いていたり話し

合っていたりする所を見て、カンボジア自

身の力で立ち上がろうとしていると感じる

ことができました。また、カンボジア人女

性のパワーと元気は本当にすごくて、日本

人女性である私も負けていられないなと思

わされるくらいでした。キリングフィ-ルド

では、最初は正直あまり実感が湧いてきま

せんでした。私の心の持ち様も悪かったの

かなと、今となっては反省すべき点です。

しかし、村長さんのお話を聞いたり、遺骨

のあるお寺を訪問したり、トゥ-ルスレンを

訪問したりしていく中でどんどん実感して

きて、リアリティも溢れてきていろいろ考

えさせられました。そして、怒りや２度と

こんなことが起こらないでほしいという願

いが私の中で沸き上がってきました。こう

いった歴史と、しっかり向き合うことが大

切なんだと改めて感じました。現地の方々

と出会い一番強く感じたことは、笑顔が素

敵だということです。小さな子供から老人

まで変わらない純粋な笑顔が今でも私の目

に強く焼き付いています。また、現地の方々

は頭がいいなと感じました。自分の今まで

の経験をさらに次の経験に活かしていると

思います。カンボジアに来て、改めて自分

のことや日本について考えさせられました。

そして、国際協力について安易な考えを持

っていた自分がいたことにも気づきました。 

 自分にはまだまだ知らないことがたくさ

んあって、力不足過ぎると思います。これ

からはもっとＩVYさんの活動に積極的に参

加し、少しでも自分の成長につなげていけ

たらいいなと思います。そして、少しでも

誰かの役に立てたらと思います。本当に良

い経験ができました。また必ずカンボジア

を訪れて、今回の旅で出会った方々にまた

出会いたいです。ありがとうございました。 
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「カンボジアに教えられたこと」
 

（財務省 東北財務局 金融監督第一課） 

           佐 藤  稔  

 
3 月 19 日、僕は仙台で就職試験を受け、

その日のうちに「4 月 1 日からの採用を決

定する」旨の通知を受け取った。3 日前に

発券してあったホーチミン行きの航空券と

パスポートを片手に、取り急ぎカンボジア

に行く荷物とお土産をとりまとめ、翌日の

夜行バスで山形から成田に向かった。そし

て搭乗機が飛び立った数時間後には、外国

人旅行者の集まるホーチミン・デタム通り

面した安ホテルのダブルベッドに横たわっ

ていた。よく冷房の効いた部屋の天井をぼ

んやり見つめながら、家族や今後の人生に

ついて思索しつつ、「18 年前のカンボジア」

のことを思い出していた。 

 

～18 年前 

23 歳の 6 月、僕は始めてカンボジアに立

った。シェムリアップの空港からアンコー

ルワットに向かう国道沿いには、まだ

UNTAC 司令部があり、空港施設には 10 日

前に付いた銃痕が横に流れていた。プノン

ペンから同地に向かう乗り物は、20 人程度

が乗れる古びたヘリコプターで、窓ガラス

の何枚かは割れたままであり、冷えた新鮮

な空気が常に機内入ってきた。高度は低く

保たれ、プロペラの爆音が耳に付き、振動

とともに不気味な緊張感が漂っていた。ガ

ラスのない窓から顔を出し眼下を眺めると、

そこには南国の樹々とともに真っ赤な大地

が広がっていた。 

「この大地は、カンボジア人の血で赤く

染まった」と誰かが教えてくれた。 

クメール・ルージュの時代も終焉し、治

安も回復傾向にあり、帰還難民が落ち着き

だした時代であったが、経済的復興はまだ

遠く、町ですれ違う人々の顔も、バイヨン

に彫られた「クメールの微笑」を取り戻し

てはいなかった。 

 

平成 2 年の頃の日本は、まだはじける間

際のバブルの活況に酔っていた。山辺町の

社会人セミナーTaiken 堂の受講生が、日本

の NGO が支援する第 4 社会福祉センター

「ローズセンター」の子供たちにぬいぐる

みを送った。その受け手の子供たちの様子

を伝えるため、受講生の一人だった僕はカ

ンボジアに赴いた。プノンペン郊外にある

その複合社会福祉施設は、身体障害者や生

活保護世帯などを抱えるカンボジアでも最

下層の人たちが「放り込まれる」場所だっ

た。そんな「見捨てられた社会」の「見捨

てられた構成員」の中でも、子供たちは常

に明るく、日本国際ボランティアセンター

（JVC）の提供する給食を喜んで頬張って

いた。そして、山辺町から送られた小さな

善意の（ゲームセンターで勝ち取った）ぬ

いぐるみを自慢げに抱え、笑顔で僕らに見

せてくれた。その後、ぬいぐるみのお返し

にと、歓喜と感謝の大合唱を僕らに贈って

くれた。 

その夜、JVC 山形（IVY は当時「JVC 山

形」という名前であり、JVC との協力関係
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のなか国際協力活動へ仲間入りした。）の現

地専従スタッフであり、ぬいぐるみの受け

入れ調整をやってくれた谷山由子さんから

こう言われた。 

 

「現地にないものは贈るな。」 

 それは、初めて海外の現場に来た僕にと

っては重い一言であり、その後、フィリピ

ン、旧ユーゴ、エジプト、シリア等と様々

な活動に関わる中においても、常に心の片

隅で繰り返していかなければならない「フ

レーズ」となった。 

 

滞在中、AMDA（アジア医師連絡協議会）

の現地スタッフと懇親会があった。プノン

ペンは日に何度も停電が繰り返されていた。

トンレサップ川沿いにあり、白熱球が頭上

に連なる、薄暗い野外レストランでのささ

やかな会食だった。その席で、両親をポル

ポトらに殺されている女医のチャンタ氏た

ちと意見交換をした。 

僕は尋ねた、「私たちはあなたたちのため

に何をすればいいのか」と。 

 

「あなたたちは、こうやってカンボジアに

来られるけど。私たちは決して日本には行

けない。帰っても私たちを忘れないでほし

い。あなたにお願いするのはこれだけでい

い。」 

 

～今 

そのときから 18 年が経った。僕は 41 歳

になった。仕事も何度か変えた。結婚をし

て、子供もできた。自分がこの社会で生き

延びるのに忙しく、カンボジアのことは忘

れがちだったが、時々思い出してもいた。

カンボジア事業を続ける IVY にずっと関わ

って、この地を再び訪れようとしたのは、

チャンタ氏らの言葉があったからだと思っ

ている。 

 

冷えた体に気づき、目を覚ました。ベト

ナムと日本の時差は 2 時間あり、いつもよ

り長く眠ることができた。急ぎ近くのバス

会社に走り、空席を確認し、直近の出発便

に乗り、陸路でカンボジア国境を越えた。6

時間ほどして到着した久しぶりのプノンペ

ンは美しく街路が整えられ、道々には新品

の 110cc スクーターが溢れていた。ナトリ

ウム灯が照らした若者の眼差しからは、臆

病な無力感など消え去り、好みの異性を探

しあてようとする都会的な生気に満ちてい

た。 

IVY のプロジェクト地では、子供を連れ

た女性組合員とフィールド・コーディネー

タの女性スタッフの明るい声がコダマして

いた。過去のつらい歴史などなかったかの

ように思えてくる平穏で和やかな農村の時

間が広がっていた。 

夜の IVY のスタッフとの懇親会は、スバ

イリエンの少し洒落たレストランで少し

仰々しく開かれた。ほどよい自己紹介とお

いしいクメール料理とあっという間の歓談

を経て、「終わりの挨拶」で IVY の現地ス

タッフが手を合わせながらこうまとめた。 

 

「IVY と仕事ができてほんとによかった。

これからもずっと、私たちを見ていてほし

い、、、。」 

 

～「芯」 

三氏が贈ってくれた僕らへメッセージが、
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私に教えてくれたことは「ひとつ」のこと

だ。 

 

国際協力活動の大切な一面に、「見続ける

こと」がある。それは、隣人として一緒に

考え続けること、相手を大切に思い続ける

「心」だ。これは国内協力においても、IVY

が JVC 山形として発足した当時から大切

にしてきた活動の「芯」でもある。 

谷山氏は「贈らないことが正解である」

と伝えたかったのでは決してないだろう。

「贈ってよかったのか」を常に考え続ける

こと、検証し続けることが大切であること

を伝えたかったのだと今振り返っている。 

緊迫した情勢の中で、人々が置かれてい

る状況も変遷する、発展の段階によって必

要性も異なってくる。甘えが成長を阻害す

ることもある。ステークホルダーも多様で

一方への善意は、一方への悪意になること

もある。贈る側、贈られる側の考え方・立

場も様々で双方に気を使う必要もある。犠

牲の上に成り立つ生存も時にしてあるだろ

う。それらが混沌として揺れ動く中で、何

が最善の選択かは常に見続けること、考え

続けることからしか到達できない。谷山氏

を含めた 3 人はそのことを僕に教えてくれ

た。 

 

今回一緒に行った仲間たちが、今後、国

際協力のフィールドに関わり、また、関わ

らずとも日常の中でのさまざまに判断する

機会に出会うだろう。途上国に関心をもち

「見続けてきた」ことによって、よりよい

判断ができる日がきっと来る。現地に行っ

て汗を流すだけが国際協力ではなく、普段

生活する中で、自分の仕事の中で、さまざ

まな判断を強いられる機会が数多く出てく

る。それらは直接的にカンボジアにつなが

ることかもしれないし、一見まったく関係

のないことかもしれない。 

しかし、いつも考え、見続けてきた人間

の判断は、その外の人たちとは異なってく

るだろう。そんな意味でこのツアーに参加

した若者たちは、一歩大きく、そして相当

タフになって帰ってきているはずだ。なぜ

なら 18 年前の僕がそうだった。 

 

～農村の風景 

民泊の夜、ゴロゴロとした遠くの太鼓の

ような唸りと蒸し暑さで目を覚ますと、越

南国境を望む東方の空では、曇りガラスの

陰から懐中電灯を瞬かせたような稲妻がパ

タパタと光っていた。黒縄で幾重にも縛り、

厳重に戸締りをしてくれていた椰子で編ん

だ門を解き、糸のような三日月の明かりが

静かに照らす、乾いた田んぼへ一人出て行

った。 

 

しばらくすると、漆黒の森の上に、帯を

なす朱の朝焼けがにじんでくる。 

上弦の浮かぶ紺碧の星空が、ゆっくりと

うっすらと白んで、 

異色に彩られた三層がいつしか豊かな光

量に包まれていった。 

 

畦に腰掛けて一人過ごした朝の数時間は、

僕の心のすべてをリセットし、自分を取り

戻させてくれるやさしい時間だった。好き

な音楽を iPod にいっぱい詰めて、また近い

うちにスバイリエンの村を訪ねたい。 

みんなの笑顔と美しい農村の風景にあり

がとう。 
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無数の可能性、点が線になることを信じて 
    

    寒河江佳代子 

    

この度、私はツアーメンバーの皆さんより

先にカンボジアへ入り、観光地シェリムア

ップと首都プノンペンを楽しみ、IVY の活

動地スバイリエンへ、というコースを選択

させていただきました。 

 

観光地シェリムアップと首都プノンペン 

 シェリムアップではアンコールワットを

はじめとする遺跡群、スパを満喫してきま

した。日本でいえばシェリムアップは京都、

プノンペンは東京のような印象でした。自

然に囲まれた寺院は気持ちが落ち着き、何

だか元気をもらえるような場所でした。そ

の後は高級ホテルでスパと、日本人が好き

そうな“パワースポットと癒し”という黄

金コースが用意された観光地でした。（東南

アジアにはまるきっかけになりそうなホテ

ルやガイド、ツアーの手配、ありがとうご

ざいました。） 

ふたつの都市の町並みには内戦があった

様子は感じられませんでしたが、プノンペ

ンのレストランで踊りを見た際、内戦によ

って踊り子も殺されたため復興が大変だっ

たという話を聞き、内戦の傷跡を実感しま

した。いま国として、ようやくスタート地

点にたった状態のようですが、中国や韓国

をはじめとする外国資本が幅を利かせてお

り、カンボジアが食い荒らされている印象

を受けました。これからどのように発展し

ていくのか気にしていきたいです。 

 

 

スバイリエン・ニアテレン村にて 

通訳（ソレン）さんのお陰で話をする際、

ストレスを感じずコミュニケーションをと

ることができました。ただ、安心しすぎて、

滞在一日目は日本の時間感覚で過ごしてし

まい、結果ご家族の食事や就寝時間が遅く

なるという迷惑をかけてしまいました。牛

追いや野菜収穫の手伝いなどもしたかった

のですが、むずかしい、朝が早いなどの理

由から断られてしまいました。やはり一日

二日の滞在で任せられる仕事は限られると

感じつつ、うんこ棒つくり、庭の植物への

水やり、食器洗いなどの手伝いをしました。 

家族の方が温かく迎えてくださり、とて

も嬉しかったです。食事はおいしく、蚊帳、

枕や照明を用意してくれたり、トイレや水

浴びスペースに囲いを用意してくださった

りと、予想以上に快適に過ごすことができ

ました。まるで、夏休みに田舎のおばあち

ゃんの家に行ったような感覚でした。 

少し残念だったのは、あまり家族の方々

とお話ができなかったことです。日中は私

達と違う場所で過ごしたり、年頃の娘さん

は私達の後に食事をしたりと、お客様のよ

うに扱ってくれました。現在の暮らし、お

じいさんやお母さんの若い頃の話、娘さん

の夢など積極的に聞けば良かったと後悔し

ています。 
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元気なカンボジアの人々 

印象的だったのは、いきいきとたくまし

く生きている現地の人でした。植民地時代

や内戦を経験しているからか、大陸続きで

色々な人種や文化が入り混じっているから

か、島国育ちの私達からは想像できないた

くましさでした。昆虫や蛙など何でも食べ

る村の人達、５人乗りは当たり前のバイク、

駆け寄ってくる売り子たち、物乞いをする

子供など、生きていくためにみな必死なの

だと感じました。そして定価が存在しない

マーケットや、昼寝のために店を閉める人、

一晩中お葬式の音楽を流すなど、何でもあ

りの様子を旅の最後にようやく笑いとばせ

るようになりました。 

 

ツアーで得たこと 

同じ時代に生きていながら、自分達とは

違う価値観で生きている人達がいるのだと

改めて気づきました。「郷に入れば郷にした

がえ」というように、その土地の生活様式

や習慣を理解しようと頭ではわかっていま

したが、次々と目の当たりにする日本には

ない光景や考え方。公務員は賄賂で生活し

ているという話を聞いたり、村ではミーテ

ィングリーダーすらメモの習慣がないとい

う現場を見たりと、現地の暮らしぶり全て

が驚きでした。そこで暮らす人々と対話を

しながら、指導や支援を続け、結果を出し

ている IVY さんの活動の大変さを知ること

もできました。 

また日本は豊かだと言われる意味を実感

しました。日本では普通の家庭に生まれた

ら、義務教育、進学を経て、生活していく

上である程度の選択肢があり、望めば実現

できる環境があります。今回カンボジアを

訪れたことで、いまの自分がどれだけ恵ま

れているか、振り返ることができました。 

今回訪れなかったら、普段の生活では気

づかなかったことが沢山ありました。カン

ボジアの人々の暮らしを実際に目にし、そ

れをとりまく他国のお話、支援スタッフや

ツアーメンバーとの出会いなどは貴重な体

験でした。これからどのように生きていく

か、これからカンボジアにどのように関わ

っていくのか、私なりの可能性やできるこ

とを探っていこうと考えるきっかけをもら

えたツアーでした。ばらまいた点が線にな

っていくことを信じて、まずはお店や知人

にカンボジアの紹介をすることや、IVY さ

んの活動に参加することを続けたいと思い

ます。そのきっかけや出会いが、いつかカ

ンボジアや日本の誰かの幸せにつながれば

と思います。 
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自然と共の生きる、人間本来の生き方 
 

 鈴木裕也 

 

 私にとって、人生で初めての海外が今回

のカンボジアへのスタディツアーでした。

初めての海外ということで抱いていた不安

はカンボジアの暑さでどこかへ消えてなく

なりました。私は今回の旅に行くにあたっ

て、日本とは気候も環境も人々の気質も違

うカンボジアという国を、自分の五感で触

れて様々なことを感じ、これからの自分に

何かしらプラスになるものを得ようと思っ

ていました。そして実際にカンボジアに行

き、最も印象に残っているのが農村でのホ

ームステイです。スバイリエンの中心地か

ら離れているホームステイ先のトラオ村で

は、インフラの整備がほとんどされておら

ず、人々は日の出の時間の少し前に鶏の鳴

き声で起き、涼しい朝の時間帯に仕事をし、

日差しに最も照らされる正午過ぎには日陰

で昼寝をし、その後再び仕事をして日が沈

む前に夕食を済ませ、暗くなったら寝ると

いったライフサイクルを送っていました。

それはまさに自然と共に生きていて、動物

である人間本来の生き方でした。その中に

いる私はその大自然の中でどこか懐かしい

ような清々しい気持ちになっていました。

また、村の食事も、村の人々が農業に従事

しているため、ついさっき畑からとってき

た野菜や川からとってきた魚や家畜の鶏な

どと、とても新鮮なものでした。それに比

べて、普段スーパーで誰がどこで作ったか

分からない野菜や肉を買って食べている私

は、日本の自給自足からかけ離れた輸入に

頼った食品の流通形態が奇妙なものに思え

ました。村のように自給自足の生活をして

いれば食品の安全性の問題はないのだろう

なと思いました。 

また、村の人々は近所付き合いがすごく、

家の子ども達が遊んでいるとどこからか他

の家の子どもたちがぞろぞろとやってきて

いつのまにか体育の時間みたいになってい

ました。子どもだけでなく、ホームステイ

最後の晩にはどこから聞きつけたのか近所

の人たちが子どもを連れてやってきてくれ

ました。そんな暮らしを味わったあと一人

暮らしの部屋に帰るとなんだか閉ざされた

空間に閉じ込められているような閉塞感を

覚えました。 

ホームステイを終え、村を離れて向かっ

た先はベトナム系の外資が流れ込むベトナ

ム国境寄りのカジノでした。カジノの中は

冷房がガンガンと効き、従業員もきちんと

した制服を着ていて、カンボジアではない

ような世界でした。午前中まで村にいて、

その後カジノと、同じ一日の中で全く違っ

た世界を味わったのでなんだか変な気持ち

になりました。 

村の生活や、途上国らしいマーケットや、

カジノのような近代的な施設があるカンボ

ジアでしたが、１９７５年から１９７９年

のポルポト時代の傷跡が至るところに見受

けられました。あまり思い出したくなくな

るようなツールスレン収容所は本当に心が

苦しくなりました。一方で、村で見たキリ
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ングフィールドの跡地は、本当にここで人

が殺されたのかと思うくらい何もない場所

で、ただ木と池のような水溜りがあるだけ

で、子どもたちがかくれんぼをして遊んで

いそうな場所でした。また、子どもたちが

その場所で昔何が行われたのかをしらない

という事実にも驚かされました。しかし、

それは私が６０年前の太平洋戦争について

あまりよく知らないことと同じようなこと

だと思いました。これからカンボジアの

人々は時が経つにつれて、その残酷な歴史

を繰り返さないように気を配りながらも、

歴史上の出来事として徐々にその辛い記憶

から離れていくのだろうかと思いました。 

カンボジアは発展途上国に含まれている 

が、その他の途上国とは違い、ポルポト

時代に多くの知識人が殺されてしまったた

め、発展途上の段階ではなくこれからまさ

に発展しようとしている国です。しかしな

がらカンボジアの人々には笑顔があり、マ

ーケットで見たような活気があり、人々が

日本と違い生き生きと暮らしていました。

それを見るとこれからどのように発展して

いくのかが楽しみです。また、油田も発掘

されるような話もあり、これからすごい勢

いで経済発展していくと思われるので、５

年後１０年後あたりにもう一度カンボジア

を訪れてみたいと思います。 
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子供たちが教えてくれたこと 
 

                 高橋愛実 
 

 はじめて IVY事務局の扉を開けた日から

既に２年以上経ってしまった 2009 年 3 月、

やっとのことで IVYの活動地カンボジアに

行って来ました。 

 カンボジアでの経験や出会いや出来事は、

日本に帰ってきた今でも消化できずに毎日

私の頭をよぎります。ただ見るではなく、

なんとなくやってみるでもなく、興味や関

心の全てをさらけ出して体当たりで見てき

たからこそ、勉強になったとか、いい経験

ができた、などの言葉で整理できない何か

が残ったような気がします。こんな体験を

させてくれた IVY には本当に感謝の思いで

いっぱいです。ありがとうございました。 

 感想や気付きはカメラのデータの量と比

例して、もちろんそれ以上にたくさんあり

ますが、長くなりすぎるので今回の目玉だ

った農村ステイについて話したいと思いま

す。 

 私は農村にステイさせていただいた２泊

３日の間、ずっと遊んでいました。お手伝

いもしましたが、自分が子供の頃もこんな

に遊んでいないというくらいずっと遊んで

いました。私たちのホストファミリーは同

じ敷地内に３姉妹を中心にその家族が住ん

でいるというおうちで、お母さん、お父さ

ん、そしてその娘達３人、その娘達の旦那

さんと子供たちがそれぞれいるという構成

です。初めは人が多くて、しかも近所の人

たちが引っ切り無しに遊びに来ているので、

誰が家族なのか、誰がどの子の親なのか、

誰の旦那さんなのか全然分からず、寝る時

間になってもまだいるからこの人たちが家

族なんだという判断の仕方でした。 

最初に仲良くなったのは３姉妹の末っ子

の末っ子、ソパーニ(８歳)でした。子供たち

がみんな警戒して近づいてこない中で、た

またま近くに来たソパーニを捕まえて遊び

に誘いました。言葉は通じないし警戒もさ

れているのでちゃんと遊びになるのかとい

う心配はありましたが、言葉は通じなくて

も私のやりたいことを察してくれて、後か

ら混ざってきた次女の長男ロッター(１２

歳)にも私達の遊びのルールを説明してく

れました。小さな感動でした。そしてカン

ボジアの人たちは日陰を見つけるのがうま

いということにも気がつきました。みんな

同じルールで同じ場所でやっているのに、

遊んでいる最中にふと気がつくと私は日向

にいて、子供達は当然のようにそれぞれ日

陰をみつけて入っていました。よく行動を

見ていると大人も子供もそうでした。暑い

暑いと言いながら日向に立っている私達日

本人を見てカンボジアの人たちはどう思っ

たのでしょうか。 

 午後になると「子供たちが学校からかえ

ってきたらカニをとりに行って」とお母さ

んに言われたので待っていると、末っ子の

長女ソピア(１７歳)に「子供たちが帰ってき

たからカニをとりにいこう」と誘われ、い

つの間に帰ってきたんだろうと思いながら

畑のほうに出て行くと子供がたくさんいて

カニをとっていました。カンボジアのオー

プンな近所付き合いに慣れていなかった私
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は、「子供達」とはソパーニやロッターのこ

とだと思っていたので「え、誰！？」と驚

いてしまいましたが、これを機会にたくさ

んの子供たちと友達になって遊びながらカ

ニとりを楽しみました。カンボジアのカニ

は乾季は土の中にいるらしく、子供達はカ

ニが作った巣の入り口を探してそこを鍬で

掘り、丸い巣穴がはっきりしてきたらそこ

に長い針金を突っ込んでカニを絡ませて捕

獲します。私もやらせてもらいましたが、

下手くそで、何度も子供たちに鍬を取り上

げられました。 

 ２日目は朝から子供たちと魚を取りにい

きました。途中まで自転車で行って自転車

が通れなくなると歩きました。歩くといっ

ても道幅が３０センチもないようなあぜ道

で両脇が泥の沼なので、何度も何度も落ち

ながら進みました。こどもたちはもとから

私達とは形が違う足の指を上手に使ってひ

ょいひょいと歩いていて自分が情けなくな

りました。結局私が派手に落ちて棘のある

植物に刺さって怪我をしたのを期におうち

に帰ることになりました。本当に申し訳な

かったです。 

 家に帰ると、ロッターとソパーニがバレ

ーボールをしていました。前の日に近所の

子達と円陣パスをして遊んだときに、少し

歳の離れたソパーニはうまくボールを返す

ことができずに落としてしまっていました。

ロッターはそんな光景を見ていて、ソパー

ニをかわいそうに思ったのかソパーニに練

習をさせていました。ロッターはとても心

優しい子でした。でも、無邪気に遊ぶほか

の子供たちと違って落ち着いていて、いつ

も少しはなれたところで私たちを見ていま

した。ロッターにはまだ１歳にならないヤ

ーンという妹がいて、外に出るときも自転

車に乗るときもヤーンを抱いていたので混

ざることができなかったのです。初めはか

わいそうだと思いましたが、カンボジアの

子供たちにとってそれが普通のようでした。

子供が子供を抱いている光景はよく目にし

ましたし、本人達も兄であり姉であるとい

う意識をきちんと持っているようでした。

だからこそロッターが遊びに参加してくれ

ると嬉しくて、その時もかばんに入ってい

た洗濯用のロープをもってきて２対１でバ

レーの試合をしようと持ちかけました。ロ

ッターは多分とても運動神経が良くて頭が

良い子でした。でもいつもいいところはソ

パーニに譲っていて、自分はソパーニが打

ちやすいようにフォローしてあげているだ

けでした。結局洗濯干し用ロープを使った

バレーの試合は近所の子達が参入し大人数

での大試合になってしまいロッターはいな

くなってしまいましたが、ロッターがそう

なのかカンボジアの子供たちがそうなのか

はわかりませんが、カンボジアの子供たち

が甘えられるのは自分より下に兄弟ができ

るまでなのかなと思いました。兄弟に限ら

ず近所の子でも自分より年下の子たちを守

っているような印象を受けました。カンボ

ジアの子供達は子供達同士で支えあってい

ました。 

 またカンボジアの子供たちの頭の良さに

も驚かされました。折り紙で遊んでいると

きに、なにかひとつ折り方を教えると、一

回で理解して隣の子に教えてあげていまし

た。さらに自分達で新しい折り方を開発し

て新しい作品を作っていました。そして折

り紙がたくさんあるにも関わらず何度も同

じ折り紙を開いて使っていました。せっか
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く作ってあげたものをひらかれるのは残念

な気がしましたが、やはりあればあるだけ

使ってしまう日本の子とは考え方が違うと

思いました。アートバルーンで遊んだとき

も、一度割れてしまった風船を拾ってきて、

もう一度空気を入れて穴の開いた箇所を探

しそこを結んで塞ぎ、もう一度空気を入れ

て使っていました。そして私達が作ってい

るのを見ていただけなのに同じものを作り

上げていました。割れてしまって長さが足

りない子は自分達で工夫して新しい作品も

作っていました。やはり不自由や不便さの

中にこそ発見や発明が生まれるんだと思い

ました。カンボジアの子供を見ていると私

達に足りないものが浮き彫りにされるよう

で切なくなりました。 

 今回のスタディツアーでは子供とふれあ

う機会が沢山あり、いつもたくさんの刺激

をうけました。素直で明るくて元気な子供

たちと一緒にいると、言葉が通じないのを

忘れて本気で遊んでしまいました。もう少

しこの子供たちと一緒にいれたら私自身が

もっと大きく成長できるのではないかと思

いました。私達が持っている便利だったり

立派だったりするものは、いずれ時間が経

ったときにカンボジアの子供達も手にする

事ができますが、今カンボジアの子供たち

が持っている心の中の大きなものは私達は

持っていません。私はまだまだカンボジア

の子供達から学ぶべき事があると思ってい

ます。 
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将来へのステップアップ 
 

武田 弘幸 
 

 世界を自分の目で見たい！自分の足で歩

きたい！そんな思いで、参加したスタディ

ツアー。思いもしない収穫がたくさんあっ

た。 

 カンボジアは暑いところだとは知ってい

たけれど、プノンペンに着き、空港を出て

みたら、夜なのにムンムンとしていてとに

かく暑い。クーラーと扇風機を一緒につけ

ながら寝るなんて想像もしていなかった。 

 ホテルに泊まった翌日の朝、すこし町中

を散歩した。朝なのにとにかく人が多い。

細い道を歩けば、バイクタクシーに何度も

声をかけられ、大通りを歩けば、バイク、

人、車で道路が埋め尽くされている。町は

そんなにきれいじゃないし、ゴミゴミとし

ていた。それに右も左もわからないためか、

ちょっと恐怖心を抱いた。 

 はじめのカンボジアの印象はそんなとこ

ろだった。 

 JICA 事務所にて。JICA の活動について

のお話をいただいた。まず驚いたのは、

JICA が連携している NGO だけでも、カン

ボジアで活動している NGO が二十数個も

あ る と い う こ と 。 NGO に つ い て 、

Non-Governmental Organizations という

「政府ではない組織」という言葉でしか知

らなかったので、実際に活動している NGO

の数の多さと、その活動内容がいろいろな

分野にわたっていることに大変驚いた。 

そして、お話のはじめに、カンボジアに

対する JICA の「基本認識」という項目が

あったのは興味深いと思った。活動内容の

説明を聞いて、それを理解する際、基本認

識を共有していなければ、やはり理解しづ

らい。また、いざ現地の人と協力して活動

する際にも、基本認識をみんなが共有して

いなければ、みんなのスタートラインがバ

ラバラになってしまい、意見のすれ違いが

起こってしまう。 

「基本認識」とは、つまり、その国のこ

とをどう思っているかであって、その国の

人でない人と現地の人との信頼関係にもつ

ながる。それを共有することは、お互いに

活動していく上でとても大切なことだと思

った。 

ところで、お話によると、カンボジアが

依然として発展途上であるのは内戦の影響

が大きいからだという。以前から疑問に思

っていたのは、なぜ発展途上の国に対して

他の国の協力が必要なのか、自分たちの国

のことだから自分たちの力で建て直すべき

だろう、ということだ。そんな考えが漠然

とあった。今、それに対する答えを聞かれ

てもはっきりした答えはできないけれど、

２つだけ言えることがある。 

１つは、カンボジアという国はその歴史

から絶対的な人材不足にあること、国の財

力が不足していることから、社会システム

の構築が他の国に比べて遅れている。だか

ら、途上国の枠組みから抜け出すためには、

他の国の協力が必要であるということ。 

もう１つは、まさに今、その協力を必要

としている人々がカンボジア国内にいる。

だから、国境を越えた協力がなるべく早く
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必要であるということ。 

この２つのことが、カンボジアに国際的

な協力が必要な理由だと自分は考えている。 

今までは国際協力というのをテレビとか

本とかでイメージでしかとらえていなかっ

たけれど、現地でJICAのお話を直接聞き、

自分の目で資料を読んだことで、国際協力

がどういったものなのか、初めて知ること

ができたと思う。これからの将来の仕事を

考えていく上で、いい材料となる貴重な体

験になった。 

農村ホームステイにて。農村はスバイリ

エン州にあり、首都のプノンペンから遠く

離れたところにあった。あたり一面、がら

んとした田んぼだらけのところに木の密集

したところがところどころにあって、その

中に村があった。プノンペンのゴミゴミし

た雰囲気とは違って、山形でも田舎の中の

田舎を思わせるような、そんな場所だった。

ホームステイをさせてもらったのは、トラ

オ村というところで、そこで二泊お世話に

なった。 

村に入ってみると村の人はとても笑顔で

迎えてくれて、カンボジア語で自己紹介す

ると、笑って受け答えしてくれて、いい人

たちだなと思った。でもほっとしたのも束

の間、そのあとすぐ村の人は家に入ってし

まって、手持ちぶさたになった。何か手伝

うことはないかと聞いて、野菜をちぎって

小さくしたりする作業をさせてもらうも、

すぐ終わって暇になってしまう。はじめの

うちは何をしていいかわからない時間が多

くあって、なかなか落ち着かなかった。で

も村にいた子供たちと話したり、日本から

持ってきたボールで遊んだりするうちに、

自然と子供たちから心を開いてくれるよう

になり、そして気づいてみれば、どこから

やってきたのか、まわりには１０人くらい

の子供たちが集まっていた。子供たちとい

うのは不思議なもので、はじめ緊張してい

てあまり話さないかと思えば、いったんう

ち解けてしまうと、子供たちのほうから、

遊ぼう、遊ぼうと言ってきて、子供たちの

ペースにぐいぐい引きずりこまれてしまう。

子供たちと遊ぶのはとても楽しかった。そ

して何より子供たちの笑顔が素敵だった。 

子供たちと仲良くなってくると、今度は

親たちやおじいちゃん、おばあちゃん、そ

して近所の人もよく話しかけてくるように

なり、みんなで笑って、すごく楽しい時間

を過ごせた。 

子供たちとの遊びで一番楽しかったのは、

カニ採りだった。田んぼに行って、穴を見

つけたら、その上から鍬で土を掘っていく。

ある程度掘ったら、今度は曲げることので

きる金属の細長い棒で、穴の中をかき回す。

カニがその穴の中にいると何かに刺さった

音がして、引いてみると、カニが棒に突き

刺さっている。みんなで、穴を探し回って、

穴を見つけたら掘って、カニを採っては喜

んで、また次の穴を探しに行く。たまに大

きなカエルなんかも出てきて、みんなで大

はしゃぎした。言葉がわからなくても、一

緒になってカニを探して、笑って、本当に

楽しかった。 

あと面白かったのは、近くのお店に飲み

物を買いに行こうとしたとき。村の子供た

ちを連れて行こうとしたら、まわりの子供

たちもついて来て、歩いているうちにまた

近くに住んでいる子供たちも集まってきて。

はじめ七人くらいだったのが、いつのまに

か二十人くらいの集団になっていた。意味
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はわからないけれど、僕らの誰かが言った

「インヤロッホ オーリー」っていう言葉

が、子供たちにとっては面白かったらしく、

みんなで「インヤロッホ オーリー」と唄

いながら歩いたのは楽しかった。あまりに

もたくさん集まったので、お店でクッキー

サンドみたいなお菓子を一缶買って、子供

たちにご馳走してあげた。お菓子はガソリ

ンのような匂い（ドリアンの匂いらしい）

がして、僕らにとっては気持ち悪かったけ

ど、子供たちはみんなおいしそうに食べて

いた。農村ホームステイでは、とにかく子

供たちと遊んでいる時間が楽しかった。 

カンボジアの田舎と言われると、貧しく

て暗いイメージを持ってしまうけど、全然

そんなことはなく、みんな笑顔で明るくて、

素敵なところだった。買いものをしたり、

遠くにでかけたりするのは大変かもしれな

いけれど、自然と一体となった農村の生活

は、時間に追われる都会の生活よりもとて

も過ごしやすいものだった。 

スタディツアーに参加して、カンボジア

に対して持っていたイメージは大きく変わ

った。発展途上国というだけに、みんな貧

しい暮らしをしていて、つらい思いをしな

がら生活をしていると思っていたが、まっ

たくそうではなかった。たしかに、資本主

義国なので日本と変わらず、お金を持って

いる人はより裕福な暮らしができるし、持

っていない人は裕福な暮らしにはなかなか

なれない。だからといって、お金を持って

いるから幸せ、持っていないから不幸せと

いうことはないと思った。それはやはり、

村の人たちの笑顔にふれ、そして子供たち

の笑顔にもたくさんふれたからだと思う。 

 最後に。自分は現在、医学生で、将来は

医師となる。そしてできたら国際協力にも

携わりたいと考えている。今回のツアーで

は、医療に関係するようなものを見たり、

学んだりすることはほとんどできなかった

が、その第一歩として、カンボジアの人々

の生活、NGO の活動などを実際に体験する

ことができたのはとてもいい経験になった。

これから学生のうちに、カンボジアに限ら

ず、いろいろな国に行ってみて、いろんな

人々の生活を見てみたいと思った。 

 ただし、そのためには課題もある。第一

に、英語によるコミュニケーションである。

現地の言葉をいきなり習得しようと思うの

は無理がある。でも英語なら多くの人が勉

強しているため、英語で会話できることが、

コミュニケーションをとる上で重要である

ことを今回のツアーで実感した。自分の英

語力はまだ全然足りていないと思うので、

まずは英語でふつうに会話できるように、

英語の勉強を再び始めたいと思った。 

 二つ目の課題は、その国の歴史、文化な

どの事情を事前に調べて知っておくことで

ある。ある国に滞在したとして、滞在でき

る期間は限られている。その期間の中で自

分の見たいこと、知りたいことを的確に探

すためには、事前の調べが必要であると感

じた。 

これらの課題をこなして、次なるステッ

プに進みたいと思う。 

 

IVY 事務所のみなさん、スタディツアー

に同行してくれたみなさん、ホームステイ

の村のみなさん、その他大勢の方々、本当

にありがとうございました。 
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"Life is what you make it" 
 
                               宮林寛樹 
 

農村でのホームステイ 

スタディツアーの一番の思い出はニアレ

テン村での生活体験だ。たった２泊３日間

だったけれど、生涯忘れることができない

時間を過すことができた。 

シーさん一家の朝は早い。日の出の前か

らニワトリが鳴きだし一日のはじまりを告

げる。一日は家畜の放牧にはじまり、畑へ

の水遣りや庭の掃き掃除、朝食の準備と続

く。日中は、米を天日に干す作業や庭に落

ちた木の実から綿のようなものを採集する

作業を体験した。米は茣蓙に手で敷き詰め

るのだが、あっという間に均一の厚さに広

げるお母さんの手つきに驚かされた。木の

実の綿は、枕をつくるのに使われるもので、

売ってお金に換えるのだという。大きな袋

(サンタクロースがかついでいる袋ぐらい

の大きさ)１杯で１＄ほどで取引されるそ

うだ。 

それからうんこ燃料棒づくりも忘れられ

ない。木の串に水牛の糞をくっつけてきり

たんぽの様な形にしていく。僕たちはビニ

ール手袋を使ったけれど、シーさん一家の

16 歳の娘(コンスレイ？)さんは素手でこの

作業をしていた。 

家畜は生活に欠かせないもので、水牛、

ニワトリ、犬をそれぞれ数頭飼っていた。 

水牛の子どももいて、家畜が一世代では終

わらないこともわかった。 

ホームステイの間、シーさん一家には本

当にお世話になった。電気のない村では夜

はまっくらで何もできない。ホームステイ

初日の午後をまったりしすぎた僕たちは、

安達さんの助言に反して日が暮れてから水

浴びをしてしまったのだが、シーさん一家

は、バッテリー式の電灯を使ってまで、そ

んな僕たちのために晩御飯の時間をずらし

てくれた。寝床には茣蓙の他に奇麗な枕や

蚊帳まで準備してくれて、虫にさされるこ

となく快適に眠ることができたし、今回の

ホームステイのためにシーさん一家が用意

してくれたふろとトイレは想像以上に立派

で全く不自由することがなかった。ふろに

は小物を置くための台さえあった。 

とりわけ感激したのは、裏庭の物干しに

干しておいた衣類が知らない間にハンガー

にかけ替えられていたのを見たときだった。 

その横でシーさん一家の洗濯物はただ物干

し竿にかけられているだけだった。 

僕たちがお世話になるほうなのに、僕ら

を温かく迎えてくれたシーさん一家の優し

さに胸が熱くなった。 

こんなふうに楽しいことの連続だったし、

何も不自由がなかったので、ホームステイ

の時間はあっという間に過ぎていった。で

きればもっともっと長い間滞在したかった

けれど、もしも"ゲストは自分１人、通訳も

なし"という条件だったら、僕は数日間でギ

ブアップしていた気がする。 

ニアレテン村のホームステイを通して、

自然と共存する生活を確かに体験したけれ

ど、ホームステイを受け入れてくれる家庭

はある程度裕福な家庭なんだと思う。 

一般の家庭はもっと貧しいだろうし、シ

ーさん一家の寝たきりのおばあさんには１

度も会うことはなかった。まだまだ知らな
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い大変な現実がニアレテン村にはあるよう

な気がしてならない。 

 

国際協力 

僕はこのツアーに参加するまで国際協力

について深く考えたことがなかった。僕が

いままで関わった国際協力といえば募金や

文房具の寄付ぐらいで、募金をした・寄付

をしたということに満足してしまって、そ

のお金や文房具がどうなったかその国に思

いを馳せることがなかったからだと思う。 

ツアーでは IVYがスバイリエン州で行って

いる農村開発プロジェクトの現場に立ち会

うことができた。 

女性組合のミーティングに参加したり、

女性組合が運営する畑でに野菜の収穫をし

たり、野菜を販売している市場やカジノ行

きの野菜の集荷場にも訪れて野菜の流れを

追うこともできた。 

女性組合のミーティングで、どの野菜が

どれぐらいの価格で取引されるのかが説明

されているとき、安達さんが「みんな育て

易い野菜を選んでしまう傾向がある」と現

状の問題点について教えてくれた。 

気候条件によって野菜が全滅してしまわ

ないように多くの種類の野菜を栽培する必

要があるし、育て易い野菜は国内や隣国の

ベトナムでの生産者も多いので、自然と価

格が安くなってしまうのだという。 

国際協力は、お金や物を直接寄付するこ

とで物理的に支援を行うものと技術や知識

を現地に根付かせようとするもに大別でき

ると考えた。前者は即効性がある点、後者

は永続的な効果が期待できる点でどちらも

大切な支援であることに変わりはない。け

れども、後者には、生活習慣そのものには

たらきかけるので結果がなかなか得られな

い点、結果がでるまで多くの時間が必要と

なる点で、前者にはない難しさがある。 

IVY の農村開発プロジェクトは“持続可

能”な農業の実現を目指しているものなの

で、こうやって女性組合が機能するまでに

は大変な困難があったのだろうと思った。 

安達さんからは、仮にいま IVY がスバイリ

エンからいなくなったら、女性組合の定期

的な活動は続かないかもしれないというこ

とも教えてもらった。国際支援活動によっ

て現地の人々の暮らしを確かに変えること

ができるという嬉さと、その実現のために

は大きな努力が必要になるという厳しさを、

この経験から学ぶことができた。 

スバイリエンに暮らす農民の平均月収は

約 30,000 リエル（1＄≒4000 リエル） 

だということをプロジェクトの報告書の中

で知った。ツアー中ベトナムとの国境近く

のカジノを訪れた僕たちは、ビギナーズラ

ックの力を得て、僅か 30 分という短い間に

140＄ものお金を手に入れてしまった。 

140＄―。スバイリエンの人々や女性組合は

どれほどの努力と時間をかけて手に入れる

のだろう…。 

世界の貧しい人々のために僕はいったい

何ができるのだろう。いまは考えるのみで、

行動に結びつかないけれど、国際協力への

強い関心を今回のツアーから得られたと思

う。 

 

カンボジアの歴史 

トゥールスレン(S21)を訪れたとき、僕は

はじめてカンボジアの歴史を実感した。 

既にキリングフィールドや犠牲者の慰霊寺

院に行った後だったけれど、 
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S21 に残された過去の記録はあまりに衝撃

的だった。 

"日本は世界で唯一の原爆の被害国"とい

うように日本にも大きな負の過去があるけ

れど、原爆と虐殺は全く違うものだと感じ

た。それは、展示された絵や写真を良く見

ると、処刑や拷問に様々な方法があること

が窺えたからだ。絶対的な服従や処刑のた

めにどうしてこんなにもいろいろな道具や

方法があるのだろう？本当に必要なものだ

ったのだろうか。 

結果として人命を奪うことは同じだとし

ても、原爆は都市の破壊や研究が目的で使

用されたものだ。でも虐殺からは人間対人

間の精神的な生々しさを感じずにはいられ

なかった。 

ツアー中僕たちに付きっ切りで通訳をし

てくれたソレンさんは、S21 内の B 棟(収容

された人々の顔写真などが展示されてい

る)の前で次のように言っていた。 

「私はポルポトが怖いので、中には入りた

くない―。」 

虐殺の生の光景に触れて、悲惨な事実があ

ったことへの悲しみや処刑された囚人、残

された被害者の家族の苦しみには誰もが思

いを巡らすと思う。でもカンボジアに生ま

れ育った人々は、未だに怖いだとか憎いだ

とかもっともっと複雑な思いを抱いて、そ

していまもその苦しみを背負いながら生き

ているんだろうと思った。 

ポルポト政権時代の大量虐殺により知識

層の人たちの多くが亡くなってしまった。

カンボジアと同じ様に他国から支援を受け

ている国はたくさんあるけれど、そういっ

た発展途上諸国に比べてカンボジアの発展

のスピードが緩やかなのはこのためなのだ

という。もし当時の知識層の方々が生きて

いたとしたら、今のカンボジアはどんなふ

うになっていたのだろう。スバイリエンの

農村の生活はもっと豊かになっていただろ

うか。メコン川のフェリー乗り場で物乞い

をしながら生活を送る人も少なくなってい

ただろうか。 

 

"Life is what you make it" 

S21 の壁に残された観光客の落書きが妙に

印象的だった。 

 

 

トゥウェカー・チュガニュ・オークン！ 

ところで。カンボジア語は難しい。 

「が、がぁ、ぐぁ、がぁ゛、ぐぁ゜」 

同じ発音にしか聞こえないようでみんな違

う“が”。僕らを乗せてカンボジアの大地を

力走したバンの中で通訳のコンウェイさん

とソレンさんが教えてくれたことば遊び

(？)。発音をちょっと間違えると全く違う意

味になってしまう危ないことばもあるらし

い…。ホームステイではいろいろやってみ

ないと損！ということで、何でも手伝うと

言わんばかりに僕たちはトゥウェカー(は

たらく！)を連呼していた。 

井戸水での畑の水遣りもうんち棒づくり

もどしゃぶり雨の中の食事の準備も日本で

は経験していなかっただろう体験。どれも

が新鮮だったけれど、これがニアレテン村

の日常なのだ。採れたてバナナはとっても

チュガニュ(おいしい)!何不自由なく生活さ

せてくださったシーさん一家にオークンチ

ュラウン(ありがとう)!!覚えられたカンボ

ジア語は少ないけれど、僕らのことばにシ

ーさん一家は何度も笑顔を返してくれた。 
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IVY の現地スタッフの方々とは簡単な英会

話をすることができた。 

いままで日本国内でも英会話が必要にな

った機会があったけれど、このツアー中ほ

ど英語を勉強したことを良かったと感じた

ことはないし、同時に、もっともっと外国

語が話せるようになりたいと思った。 

 

シーさん一家との別れのとき、娘(コンス

レイ？)さんが涙を流していた。僕たちは人

生の中でたくさんの人に出会い、そして何

年もすると顔すら思い出せなくなってしま

う人がほとんどだ。でも、ニアレテン村の、

移動手段は徒歩か自転車しかないような生

活を送っている人たちにとって、“出会い”

は本当に貴重なものなんだと思う。僕たち

は自分の意志でまたカンボジアを訪れるこ

とができる。けれども、シーさん一家が日

本を訪れることはないのではないかと想像

する。 

10 年後、20 年後にまた村を訪ねたら、シ

ーさん一家は僕たちのことを覚えていてく

れるだろうか。 

 

海外経験の無かった僕にとって、外国に行

くということだけで大冒険だった。はじめ

は仕事の合間とたまたまホームページを見

たことがきっかけで偶然に参加したツアー

だったけれど、いろんな人に出会い、たく

さん話を聞くにつれて、このツアーがそれ

以上に贅沢で貴重なものだということがわ

かってきた。 

「通訳がいて何も不自由しないし何でも話

せる。こんなに現地の人と交流できるツア

ーは他にないよ。」 

何度も渡航経験がありホームステイで一緒

だった“おじさん”がそう語ってくれた。 

IVY のカンボジア事務所に駐在している松

浦さんは、カンボジアでホームステイを 

体験できるツアーはいまの日本では IVYに

しか実現できないということを教えてくれ

た。 

 

国が変われば文化は変わるし、こども達

が風船やしゃぼん玉、ながなわで喜ぶのは

一緒。それはちょっと考えたら当たり前の

ことなのかもしれないけれど、実際に現地

を訪れ五感で味わったカンボジアは、この

先ずっと僕の中に残って生活に影響を与え

てくれると思う。 

 

 

 


